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10)小児肥満における内蔵脂肪蓄積の評価法と

し て の 腹 壁 脂 肪 厚 の有用性
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小児肥満における内蔵脂肪蓄積の評価法としての腹壁

脂肪厚の有岡性を明らかにするために,肥満小児男275

名,女113名を対象に,腹部エコーにより腹壁脂肪厚を

測定し.肥満の合併症との関連を検討した.最大腹膜前

脂肪厚 (Pmax)は.インスリン,HOMA.TG,収縮

期高血圧と正の相関が,HDL-C と負の相関がみられ

た.高インス1)ン血症 (15fJU/ml)に相当する Pmax

は,男児11.0mm.女児8.2ntnlであった.PIllaXは内

蔵脂肪蓄積に起因する異常との関連がみられた.Pmax

は門脈域にある肝鎌状間膜の内蔵脂肪厚を直接測定した

ものであり,腹部全体の内蔵脂肪蓄積量を反映している

ため.内蔵脂肪蓄積に起因する異常との関連があったと

考えられた.Pmaxは内蔵脂肪蓄積の評価法として有

用と考えられた.
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